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2022 年 10 月 27 日 

技術委員会 

補足説明資料 

 
【スライド 1】 

セメント協会では、2022 年 3 ⽉ 24 ⽇に「カーボン
ニュートラルを⽬指すセメント産業の⻑期ビジョン」
を改訂し、その実現に向けた取り組みを始めており
ます。上述の公表された資料の詳細は、以下を参照く
ださい。(https://www.jcassoc.or.jp/cement/1jpn 
/220324.html) 
 
 

 
 
 

【スライド 5】 
2021 年 8 ⽉ 9 ⽇公表された気候変動に関する政府
間パネル第６次評価報告書において、コンクリート
構造物への CO2 取り込み(炭酸化による CO2 吸収)量
はセメント⽣産の年間総脱炭酸量の約半分を相殺す
ることが記載されており、初めて、コンクリートの
CO2 吸収量の効果が⽰されています。 
上述の公表された資料の詳細は、以下を参照くださ
い。https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg1 
/#FullReport 
 
 

 
【スライド 7】 
強制的にCO2を固定させる技術として、⽣コンへCO2

を固定させるカーボンキュア 
(https://www.atpress.ne.jp/news/250082) や プ
レキャストコンクリートへ CO2 を固定させる CO2-
SUICOM(スイコム)」(https://www.energia.co.jp 
/assets/press/2014/p140801-1a_3.pdf) が 実 ⽤
化されています。また、廃コンクリート中のカルシウ
ム等を抽出し、これと CO2 を反応させ、⼈⼯炭酸カ
ルシウムを⽣成させる技術や再⽣⾻材に CO2 を固定
させる技術等も検討されています。これらを対象に、
現在、JCI「カーボンリサイクル評価⽅法の JIS 原案   
作成委員会」に当協会も参画し、CO2 固定量の測定⽅ 
法の規格化に向け活動しています。 
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【スライド 13】 
こちらのスライドは、2022 年 3 ⽉ 24 ⽇に「カーボ
ンニュートラルを⽬指すセメント産業の⻑期ビジョ
ン」の概要に⽰された 2050 年カーボンニュートラル
実現に向けた絵姿です。本⽇説明した少量混合成分の
増量(プロセス由来の⻘字の部分)により、3％程度の
削減が期待されます。またセメントカーボネーション
(プロセス由来の灰⾊の部分)は海外の技術データに
基づいて推定した値ですので、当協会では、本取組み
を通して、国内のデータを収集してこれを反映させて
いきたいと考えております。 
 


